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要約

　本研究は、4 ～ 6 歳の幼児を持つ養育者を対象に、養育環境が子供の食行動に与える影響について検討することを目的と

した。

　対象は、A 県 2 市において研究協力の同意が得られた保育所、幼稚園、療育機関に通う 4 ～ 6 歳の子供 1,678 人の養育者

であった。協力機関を通じて養育者に無記名自記式質問紙を配布し、回答は協力機関に設置した回収箱および郵送で回収

した。調査項目は、①子供の基本属性、②養育者による食行動評価、および③育児環境指標（Index of Child Care 

Environment；ICCE）であった。統計学的解析は、χ 2検定、Fisher の正確率検定、因子分析、共分散分析を行った。

　調査は 845 人から回答を得て（回収率 50.4％）、有効回答数は 766 人（有効回答率 45.6％）であった。養育者の捉える食

行動の問題数は、1 人平均 2.46 ± 2.28 個、食行動の問題には性差が認められた。さらに、食行動の問題について、因子分

析で抽出された 3 因子「偏食と食事中の行動」、「食事環境への固執性」、「食べ方の特徴」を用いて ICCE の各 13 項目につ

いて性別を共変量として共分散分析を行った。その結果、食行動の問題に影響する ICCE 項目は因子によって異なっていた。

その中で、3 因子共通で関連していた項目は「家族で食事する機会」であった。また、第 2 因子「食事環境への固執性」と

第 3因子「食べ方の特徴」では交互作用が認められ、男児にのみ影響があり、食行動に問題が出やすいことが明らかとなっ

た。その他に「一週間のうちに子供をたたく頻度」や「育児支援者の有無」などの養育環境についても食行動の問題への

影響が認められた。したがって、幼児期の食行動について支援する時は、子供の食行動だけでなく家族での共食頻度、養

育者の養育態度、支援状況や、精神的状態などにも配慮する必要性が示唆された。
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Ⅰ　緒言

　幼児期の子供における食事は、健全な心とからだの

発育、発達に影響するのと同時に、この時期は食行動

の基盤となる咀嚼能力や味覚形成に重要である。また、

幼児期は社会性など人間関係をつくる能力が芽生えて

くる時期でもあり、食事時間は子供達にとって、家族

や文化的な伝統・慣習に関係する社会的なスキルを習

得するのに格好な機会となる 1)。その反面、食事時間

は葛藤の場面でもあり、特に離乳期においては食べさ

せたいという養育者の欲求と子供の要求が衝突するた

め養育者にとっては負担となることが少なくない 2)。

平成 27 年度の乳幼児栄養調査結果 3) では、子供の食事

での困り事について、4 ～ 5 歳未満では「食べるのに

時間がかかる」が 37.3％と最も高く、次いで「偏食する」

が 32.9％であった。それに対し「特にない」と回答し

た養育者は 16.4％にすぎなかったことから、幼児期の

養育者が食事について困りごとを抱えていることが明

らかである。
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　食行動には様々な要因が影響しているが、例えば子

供自身の情緒 4) や発達 5)、健康 6) および養育者の態度

7-8) や食物嗜好 9) などが関与していると言われている。

したがって、子供の食行動の問題への対応について検

討するには、様々な要因について考慮していく必要が

ある。しかし、近年の家族の多様化や食の外食化など

食事時間のあり方もさまざまであり、養育者の役割と

合わせて養育環境について再考していく必要があると

考える。

　本研究では、幼児期の子供を持つ養育者を対象にし

た質問紙調査によって、子供の食行動の問題と養育者

のかかわりなど子供をとりまく養育環境がどのように

関連しているのか検討することを目的とした。

Ⅱ 研究方法

1．対象者

　対象は、A 県 2 市において研究協力の同意が得られ

た保育所、幼稚園、療育機関に通う 4～ 6歳の子供 1,678

人の養育者であった。食行動の発達において、3 歳頃

までに自分で食べることが可能となることから、食事

を介助する者の影響が少なくなる 4 歳以降を対象とし

た。

2．調査方法

　研究協力施設は、研究主旨と協力内容について口頭

と文章で説明した上で研究協力の承諾が得られた 27施

設で実施した。調査は、各施設を通じて養育者に説明

書、無記名自記式質問紙、回収用封筒一式の入った封

筒を配布した。養育者は調査票を記入後、回収用の封

筒に封入し、協力機関に設置した回収箱に投函、もし

くは郵送で提出した。調査期間は、2014 年 10 月から

12 月であった。

3．調査内容

1）基本属性

　子供の性、年齢、家族構成、母親の就労の有無、所

属施設、既往歴について回答を得た。

2) 養育者による食行動評価

　日常生活における子供の食行動 18 項目について、養

育者に質問した。質問項目は、Lukens ら 10）の The 

Brief Autism Mealtime Behavior Inventory(BAMBI) を

参考に、本調査用に新たに作成した。各項目について、

「はい」もしくは「いいえ」で回答を得た。

3) 育児環境に関連する指標

①育児環境指標（Index of Child Care Environment； 

ICCE）11）

　子供の養育環境については、安梅らが開発した ICCE

を用いた。これは、子供と環境とのかかわりの質的お

よび量的側面の評価尺度で、育児環境評価 HOME

（Home Observat ion for  Measurement  of  the 

Environment）の枠組みをもとに 4領域（人的かかわり、

制限や罰の回避、社会的かかわり、社会的サポート）、

13 項目が設定されている。「人的かかわり」は子供と

一緒に遊ぶ機会や配偶者の育児協力の機会などが含ま

れる。「制限や罰の回避」は、子供の失敗への対応など

であり、「社会的かかわり」は、子供と共に買い物や公

園などに行く機会が含まれる。「社会的サポート」は、

育児支援者や相談者の有無が含まれる。各項目は、先

行研究に基づき、育児支援者・育児相談者の有無につ

いては「はい」「いいえ」で回答とし、この 2項目以外

の 11 項目については、かかわり頻度によって「めった

にない」「いない」（１）から「ほぼ毎日」（５）の 5段

階で評価した。

4．統計学的解析

　食行動の問題の各項目についての性差比較にはχ2

検定および Fisher の正確率検定、また、性差での平均

値比較にはｔ検定を用いた。食行動の問題については、

因子分析を用いて因子構造および因子得点を算出し、

その後の分析に用いた。食行動の問題と ICCE との関

連については、性別を共変量とした共分散分析を用い

た。全ての統計解析には、IBM SPSS Statistics 24( 日本

アイ・ビー ･エム株式会社 ) を使用し、有意水準を 5％

未満とした。

5．倫理的配慮

　養育者には予め書面で研究の目的と方法、研究への

参加は任意であり、参加しなくても不利益は生じない

こと、および調査は匿名性を保持し、データは統計処

理するため個人を特定することはできないことを説明

し、回答があったものを同意とした。本研究は、京都

大学の医の倫理委員会の承認を得て実施した（2014 年

10 月 16 日付 E2358）。

Ⅲ 研究結果

1．対象者の属性

　調査協力が得られた 845 人（回収率 50.4％）のうち

欠損項目があった 79 人を除外した 766 人（男児 421 人、

女児 345 人）を解析対象とした（有効回答率 45.6％）。

年齢分布は、5歳児が最も多く、381 人（49.7％）であっ
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た（表 1）。母親の年齢分布は、30 歳代が最も多く 474

人（61.9％）であり、父親の年齢も同様に 30 歳代が最

も多く 387 人（50.5％）であった。家族形態では、核

家族が最も多く 591 人（77.2％）、次いで祖父母と同居

113 人（14.6％）、母子および父子家庭等は 62 人（8.1％）

であった。きょうだいの有無は、きょうだい有りが

623 人（81.3％）であった。また、母親が有職である家

庭は 595（77.7％）であった。

2．食行動の問題の実態

　養育者が捉える子供の食行動の問題数は、一人平均

2.46 ± 2.28 個であった。男女ともに「特定の食べ物し

か食べない（偏食）」（男児：166 人、39.4％；女児：

141 人、40.6％）が最も多く、次いで「じっと座ってい

られない、たち歩く、気が散る」（男児：148 人、

35.2％；女児：101 人、29.1％）であった（表 2）。性差

が認められた項目は、「口にいっぱい詰込んでしまう」

（p<0.01）、「よく噛まないで飲み込む、時々つまりそう

になる」(p<0.01)、「スプーン、フォークや箸がうまく

使えない」（p<0.05）、「一度食べたものを口から出す」

（p<0.05）であり、いずれも男児の割合が有意に高かっ

た。

3．食行動の尺度構成

　はじめに、子供の食行動の問題について因子分析を

行った。まず、本研究のために作成した質問項目 18 項

目について因子分析（最尤法 , プロマックス回転）を

行い、その結果得られた固有値のスクリープロットの

変化と概念上の整合性から、3 次元の構造があるとみ

なされた ( 図１）。したがって、3 因子に限定して再度

表 1．対象者の属性

表 2．母親が捉える食行動の問題

表 2 母親が捉える食行動の問題         （N＝766） 

項  目 

男児 女児 

χ2 ｎ＝461
ｎ (％) 

ｎ＝307 
ｎ (％) 

1． 特定の食べ物を食べたがらない（偏食） 166（39.4） 141 （40.6） 0.12 

6． じっと座っていられない、立ち歩く、気が散る 148（35.2） 101 （29.1） 3.18

16．食事中おしゃべりが多く、なかなか進まない 126（29.9） 101 （29.1） 0.06 

13．自宅では食べないが、通園では 食べる、あるいはその逆 98（23.3） 86 （24.8） 0.24 

3． 口にいっぱい詰め込んでしまう 97（23.0） 46 （12.4） 14.47**

4． よく噛まないで飲み込む、時々つまりそうになる 77（18.3） 37 （10.7） 8.75**

11．いつも同じ食べ物を食べたがる 84（20.0） 63 （18.2） 0.40

8． 特定の調理法の食べ物を好む 64（15.2） 50 （14.4） 0.10 

2． スプーン、フォークや箸がうまく使えない 51（12.1） 23 （6.6） 6.57* 

5． いつまでも口にためて、なかなか飲み込まない 46（10.9） 53 （15.3） 3.20 

14．決まった時間に食べられない 44（10.5） 36 （10.4） 0.00 

18．一度食べたものを口から出す 25（5.9） 10 （2.9） 4.09* 

7． 水分ばかり摂り、固形食をあまり食べない 18（4.3） 13（3.7） 0.14 

10．いつもと違う人がいると食べない 13（3.1） 10 （2.9） 0.03 

15．食事中よく泣いたり叫んだりする 12（2.9） 17（4.9） 2.20 

9． いつもと違う場所だと食べない 11（2.6） 6 （1.7） 0.69 

12．食器（皿、コップ、フォークなど）が違うと食べない 2） 4（1.0） 5（1.4） 0.40 

17．食事時間中、攻撃的である 2） 4（1.0） 4（1.2） 0.08 

1）χ2検定 *：p < 0.05、**：p < 0.01 

2）Fisher の直接法 
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表 1 対象者の属性   N =766） 
項目 N （％）

性別 男児 421 （55.0）  

女児 345 （45.0）  

年齢 4 歳 147 （19.2）  

5 歳 381 （49.7）  

6 歳 238 （31.1）  

母親年齢 20-29 歳 69 （9.0）  

 

30-39 歳 
40 歳以上 

474
217

（61.9）
（28.3）

 
 

父親年齢 20-29 歳 33 （4.3）  

 
30-39 歳 
40 歳以上 

387
267

（50.5）
（34.9）  

家族構成 核家族 591 （77.2）  

祖父母同居 113 （14.8）  

母子・父子家庭、他 62 （8.0）  

きょうだい     あり 623 （81.3）

        なし 143 （18.7）

所属施設 保育園 631 （82.4）

幼稚園 134 （17.6）

 その他 1 （0.1）  

母親の職業 有職 595 （77.7）  

 無職 171 （22.3）  

 
 
 
 

N
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因子分析を行った（表 3）。第１因子は、「偏食と食事

中の行動」、第 2 因子は、「食事環境への固執性」、第 3

因子は、「食べ方の特徴」とした。これらの結果から算

出された因子得点をその後の分析に使用した。

4．食行動の問題と養育環境との共分散分析

　養育環境が食行動の問題の 3 因子に与える影響を検

討するため、各因子別に性別を共変量とする共分散分

析を行った（表 4-6）。

　第 1 因子「偏食と食事中の行動」では、共変量であ

る性別要因と、ICCE 要因との交互作用において有意で

あった項目はなかった。ICCE 要因のみ有意となったの

が、「子供の好きな歌を一緒に歌う機会」（F=2.48, 

p<0.05）、「家族で食事する機会」（F=4.15, p<0.01）、「一

週間のうちに子供をたたく頻度」（F=2.57, p<0.05）、お

よび「育児支援者の有無」（F=3.91, P<0.05）であった。

つまり、子供と一緒に歌を歌うことや家族で食事する

機会がめったになく、子供を 1 週間にたたく頻度が高

い、および育児支援者がいないと偏食や立ち歩くなど

の食事中の問題行動が多いことが明らかとなった。ま

た、性別要因の共変量は有意でなかった。

　第 2 因子「食事環境の状況」では、ICCE 要因と共変

量との交互作用が認められたのは「家族で食事する機

会」（F=2.99, p<0.05）であった。また、ICCE 要因のみ

有意であったのが、「子供に本を読み聞かせる機会」

（F=2.51, p<0.05）および「一週間のうちに子供をたた

く頻度」（F=4.42, p<0.01）であった。つまり、「家族で

食事する機会」には性別によって影響が異なることが

明らかとなった。また、子供に本を読み聞かせる機会

がめったになく、子供を 1 週間にたたく頻度が高いと

食事環境の状況の問題が多いことが明らかとなった。

　第 3 因子「食べ方の特徴」では、ICCE 要因と共変量

との交互作用が認められたのは、第 2因子と同様に「家

族で食事する機会」（F=2.63, p<0.05）であった。また、

ICCE 要因と共変量要因とに有意が認められたのが、「育

児相談者の有無」（ICCE:F=5.39, 共変量：F=4.02, どちら

もp<0.05）であった。つまり、第 3因子においても「家

族で食事する機会」には性別によって影響が異なるこ

とが明らかとなった。また、育児相談者がいないと子

供の食べ方の特徴における問題が多いことが明らかと

表 3 食行動の問題の因子分析による因子負荷量       （N＝766） 

項  目 

第１因子 第 2 因子 第 3 因子 

「偏食と食事中の

行動」 

「食事環境への

固執性」 

「食べ方の  

特徴」 

11．いつも同じ食べ物を食べたがる 0.599  

13．自宅では食べないが、通園では 食べる、あるいはその逆 0.599   

8． 特定の調理法の食べ物を好む 0.543   
1． 特定の食べ物を食べたがらない（偏食） 0.505   

14. 決まった時間に食べられない 0.396   

6． じっと座っていられない、立ち歩く、気が散る 0.393  

5． いつまでも口にためて、なかなか飲み込まない 0.326   

7． 水分ばかり摂り、固形食をあまり食べない 0.320   

16．食事中おしゃべりが多く、なかなか進まない 0.270   

15．食事中よく泣いたり叫んだりする 0.162   

10. いつもと違う人がいると食べない 0.892  

9.  いつもと違う場所だと食べない 0.611  

12．食器（皿、コップ、フォークなど）が違うと食べない 0.224  

4.  よく噛まないで飲み込む、時々つまりそうになる  0.668 

3． 口にいっぱい詰め込んでしまう  0.533 

18. 一度食べたものを口から出す   0.264 

2． スプーン、フォークや箸がうまく使えない  0.219 

17．食事時間中、攻撃的である  0.168 

1）因子分析（最尤法）、プロマックス回転  
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/ 週」と「3 ～ 4 回 / 週」との間において有意差が認め

られた（p<0.05）。第 3 因子では、「めったにない」と、

「1 ～ 3 回 / 月」、「1 ～ 2 回 / 週」、および「ほぼ毎日」

との各間において有意差がみられた（p<0.05）。どちら

の因子においても家族で食事する機会がめったにない

と食行動の問題が多い結果となった。

なった。

　次に、第 2因子と第 3因子で「家族で食事する機会」

において交互作用が認められたため、性別に分けて、

それぞれ分散分析と多重比較を行った（表 7,8）。その

結果、男児にのみ有意差が認められ、第 2 因子では、

「めったにない」と「1 ～ 2 回 / 週」、および「1 ～ 2 回

表 4．育児環境項目別、食行動の問題（I因子：偏食と食事中の行動）平均因子得点(SD)の共分散分析 

1） 育児環境指標（Index of Child Care Environment；ICCE） 

項目  N 平均値（SD） ICCE1)

F 
p 共変量 2)

F 
p 交互作用

F 
p 

人的かかわり 
子供と一緒に遊ぶ機会 
 
 
 

 

 
1.めったにない
2.1～2 回/週 
3.3～4 回/週 
4.5～6 回/週 
5.毎日 

21
215
120
54

355

0.22(1.03)
0.15(0.93)

-0.09(0.83)
-0.17(0.64)
-0.05(0.82)

 
1.870

 
0.114

 
0.178 

 
0.673 

 
1.828

 
0.122

子 供 に 本 を 読 み 聞 か せ る 
機会 
 
 
 

1.めったにない
2.1～3 回/月 
3.1～2 回/週 
4.3～4 回/週 
5.ほぼ毎日 

177
176
215
91

104

0.13(0.92)
0.08(0.90)

-0.09(0.80)
0.00(0.83)

-0.18(0.72)

1.981 0.096 0.009 0.926 0.429 0.788

子供の好きな歌を一緒に歌う
機会 
 
 

 

1.めったにない
2.1～3 回/月 
3.1～2 回/週 
4.3～4 回/週 
5.ほぼ毎日 

95
108
176
167
213

0.15(0.92)
0.09(0.92)

-0.04(0.80)
-0.08(0.77)
-0.03(0.87)

2.483 0.043 0.181 0.670 1.761 0.135

配偶者（または、それに代わ
る人）の育児協力の機会 
 

 

1.めったにない
2.1～3 回/月 
3.1～2 回/週 
4.3～4 回/週 
5.ほぼ毎日 

69
64

204
101
327

0.13(0.95)
0.13(0.90)
0.08(0.90)

-0.05(0.76)
-0.09(0.82)

1.499 0.201
 

0.030 0.863 0.075 0.990

家族で食事する機会 
 

 

1.めったにない
2.1～3 回/月 
3.1～2 回/週 
4.3～4 回/週 
5.ほぼ毎日 

14
32

120
74

523

0.78(1.20)
-0.17(0.80)
0.06(0.83)
0.04(0.91)

-0.03(0.84)

4.153 0.002 0.850 0.357 0.908 0.459

制限や体罰の回避 
子供の失敗への対応 
 
 

 

 
1.子供をたたく
2.口でしかる 
3.何らかの方法
4.別の方法 
5.その他 

32
624
65
20
25

0.40(1.02)
0.00(0.86)

-0.09(0.71)
-0.08(0.90)
-0.25(0.77)

 
0.633

 
0.639

 
0.003 

 
0.953 

 
0.737

 
0.567

一週間のうちに子供をたたく
頻度 
 
 

 

1.たたかない 
2.1～2 回位 
3.3～4 回位 
4.5～6 回位 
5.ほぼ毎日 

474
231
45
8
8

-0.07(0.82)
0.07(0.87)
0.06(0.90)
0.68(1.01)
0.85(1.10)

2.566 0.037 0.068 0.795 0.078 0.989

社会的かかわり 
子供と一緒に買い物に行く 
機会 
 
 

 
1.めったにない
2.1～3 回/月 
3.1～2 回/週 
4.3～4 回/週 
5.ほぼ毎日 

7 
77

480
159
42

0.29(0.84)
0.09(0.93)

-0.02(0.80)
-0.02(0.94)
0.17(0.96)

 
1.977

 
0.096

 
2.980 

 
0.085 

 
1.515

 
0.196

子供と公園に行く機会 
 
 
 

 

1.めったにない
2.1～3 回/月 
3.1～2 回/週 
4.3～4 回/週 
5.ほぼ毎日 

119
285
280
52
28

0.10(0.94)
0.03(0.84)

-0.09(0.82)
-0.02(0.80)
0.11(0.97)

0.675 0.610 0.200 0.655 1.845 0.118

子供同伴の知人との交流の 
機会 
 
 

 

1.めったにない
2.1～3 回/月 
3.1～2 回/週 
4.3～4 回/週 
5.ほぼ毎日 

253
316
129
37
31

0.15(0.94)
-0.03(0.82)
-0.17(0.78)
-0.03(0.88)
-0.20(0.58)

0.965 0.426 0.014 0.906 1.691 0.150

社会的サポート 
育児支援者の有無 
 
育児相談者の有無 

 

 
1.はい 
2.いいえ 
1.はい 
2.いいえ 

731
35

750
16

-0.02(0.84)
0.36(0.98)

-0.01(0.85)
0.57(0.86)

 
3.908

 
3.711

 
0.048

 
0.054

 
0.215 

 
0.012 

 
0.643 

 
0.911 

 
0.106

 
0.000

 
0.745

 
0.987

配偶者（または、それに代わ
る人）と子供の話をする機会 

 

1.めったにない
2.1～3 回/月 
3.1～2 回/週 
4.3～4 回/週 
5.ほぼ毎日 

47
47

145
136
376

0.16(1.06)
0.19(0.92)

-0.02(0.83)
0.04(0.79)

-0.06(0.84)

2.208 0.066 1.349 0.246 0.665 0.617

表 4．育児環境項目別、食行動の問題（I 因子：偏食と食事中の行動）平均因子得点 (SD) の共分散分析

1） 育児環境指標（Index of Child Care Environment；ICCE）
2） 共変量：性別
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2） 共変量：性別 
表 5．育児環境項目別、食行動の問題（Ⅱ因子：食事環境への固執性）平均因子得点(SD)の共分散分析 

1） 育児環境指標（Index of Child Care Environment；ICCE） 

項目  N 平均値（SD） ICCE1)

F 
ｐ 共変量 2) 

F 
ｐ 交互作用

F 
ｐ 

人的かかわり 
子供と一緒に遊ぶ機会 
 
 
 

 

 
1.めったにない
2.1～2 回/週 
3.3～4 回/週 
4.5～6 回/週 
5.ほぼ毎日 

21
215
120
54

355

-0.15(0.05)
-0.02(0.75)
0.03(1.02)
0.04(1.02)
0.01(0.97)

 
0.506

 
0.731

 
0.350 

 
0.554 

 
1.007

 
0.403

子 供 に 本 を 読 み 聞 か せ る 
機会 
 
 
 

1.めったにない
2.1～3 回/月 
3.1～2 回/週 
4.3～4 回/週 
5.ほぼ毎日 

177
176
215
91

104

0.39(0.89)
0.11(1.18)

-0.12(0.51)
0.15(1.33)

-0.13(0.45)

2.505 0.041 0.276 0.600 0.665 0.617

子供の好きな歌を一緒に歌う
機会 
 
 

 

1.めったにない
2.1～3 回/月 
3.1～2 回/週 
4.3～4 回/週 
5.ほぼ毎日 

95
108
176
167
213

-0.04(0.78)
-0.15(0.16)
-0.01(0.86)
-0.00(0.87)
0.09(1.17)

0.856 0.490 0.052 0.819 0.114 0.978

配偶者（または、それに代わ
る人）の育児協力の機会 
 

 

1.めったにない
2.1～3 回/月 
3.1～2 回/週 
4.3～4 回/週 
5.ほぼ毎日 

69
64

204
101
327

0.25(1.28)
0.18(1.30)

-0.01(0.86)
-0.04(0.84)
-0.07(0.75)

0.786 0.534 0.203 0.653 0.466 0.761

家族で食事する機会 
 

 

1.めったにない
2.1～3 回/月 
3.1～2 回/週 
4.3～4 回/週 
5.ほぼ毎日 

14
32

120
74

523

0.40(1.55)
0.11(1.14)

-0.07(0.63)
0.20(1.36)

-0.03(0.84)

4.149 0.002 0.983 0.322 2.993 0.018

制限や体罰の回避 
子供の失敗への対応 
 
 

 

 
1.子供をたたく
2.口でしかる 
3.何らかの方法
4.別の方法 
5.その他 

32
624
65
20
25

0.18(1.14)
-0.00(0.91)
0.00(0.85)

-0.17(0.05)
0.02(0.91)

 
0.335

 
0.854

 
1.332 

 
0.249 

 
0.898

 
0.465

一週間のうちに子供をたたく
頻度 
 
 

 

1.たたかない 
2.1～2 回位 
3.3～4 回位 
4.5～6 回位 
5.ほぼ毎日 

474
231
45
8
8

-0.08(0.68)
0.05(1.03)
0.38(1.63)
0.56(1.64)
0.84(1.87)

4.417 0.002 0.326 0.568 0.917 0.453

社会的かかわり 
子供と一緒に買い物に行く 
機会 
 
 

 
1.めったにない
2.1～3 回/月 
3.1～2 回/週 
4.3～4 回/週 
5.ほぼ毎日 

7 
77

480
159
42

-0.17(0.05)
-0.05(0.73)
-0.04(0.80)
0.11(1.16)
0.12(1.24)

 
0.529

 
0.715

 
0.066 

 
0.798 

 
0.398

 
0.810

子供と公園に行く機会 
 
 
 

 

1.めったにない
2.1～3 回/月 
3.1～2 回/週 
4.3～4 回/週 
5.ほぼ毎日 

119
285
280
52
28

-0.12(0.44)
-0.01(0.86)
0.05(1.07)
0.05(1.03)

-0.16(0.06)

1.172 0.322 0.259 0.611 0.599 0.663

子供同伴の知人との交流の 
機会 
 
 

 

1.めったにない
2.1～3 回/月 
3.1～2 回/週 
4.3～4 回/週 
5.ほぼ毎日 

253
316
129
37
31

0.01(0.92)
0.01(0.95)
0.01(0.92)

-0.14(0.21)
-0.03(0.83)

0.184 0.946 0.331 0.565 0.238 0.917

社会的サポート 
育児支援者の有無 
 
育児相談者の有無 

 

 
1.はい 
2.いいえ 
1.はい 
2.いいえ 

731
35

750
16

-0.00(0.91)
0.03(0.81)

-0.00(0.90)
0.18(1.17)

 
0.383

 
0.112

 
0.536

 
0.738

 
0.651 

 
1.352 

 
0.420 

 
0.245 

 
1.049

 
1.700

 
0.306

 
0.193

配偶者（または、それに代わ
る人）と子供の話をする機会 

 

1.めったにない
2.1～3 回/月 
3.1～2 回/週 
4.3～4 回/週 
5.ほぼ毎日 

47
47

145
136
376

0.17(1.24)
0.19(1.33)

-0.02(0.83)
0.05(0.75)

-0.05(0.90)

0.548 0.700 0.024 0.878 0.430 0.787

表 5．育児環境項目別、食行動の問題（Ⅱ因子：食事環境への固執性）平均因子得点 (SD) の共分散分析

2） 共変量：性別  
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表 6．育児環境項目別、食行動の問題（Ⅲ因子：食べ方の特徴）平均因子得点(SD）の共分散分析 
1）育児環境指標（Index of Child Care Environment；ICCE） 

項目  N 平均値（SD） ICCE1)

F 
ｐ 共変量 2) 

F 
ｐ 交互作用

F 
ｐ 

人的かかわり 
子供と一緒に遊ぶ機会 
 
 
 

 

 
1.めったにない
2.1～2 回/週 
3.3～4 回/週 
4.5～6 回/週 
5.ほぼ毎日 

21
215
120
54

355

0.27(1.11)
0.05(0.80)
0.02(0.81)

-0.22(0.46)
-0.02(0.75)

 
0.877

 
0.477

 
4.194 

 
0.041 

 
0.124

 
0.974

子 供 に 本 を 読 み 聞 か せ る 
機会 
 
 
 

1.めったにない
2.1～3 回/月 
3.1～2 回/週 
4.3～4 回/週 
5.ほぼ毎日 

177
176
215
91

104

0.09(0.87)
-0.03(0.77)
-0.00(0.74)
-0.06(0.71)
-0.06(0.70)

0.313 0.869 12.777 0.000 0.441 0.779

子供の好きな歌を一緒に歌う
機会 
 
 

 

1.めったにない
2.1～3 回/月 
3.1～2 回/週 
4.3～4 回/週 
5.ほぼ毎日 

95
108
176
167
213

0.12(0.88)
-0.02(0.75)
-0.02(0.75)
-0.04(0.77)
0.01(0.77)

0.369 0.831 14.607 0.000 0.354 0.841

配偶者（または、それに代わ
る人）の育児協力の機会 
 

 

1.めったにない
2.1～3 回/月 
3.1～2 回/週 
4.3～4 回/週 
5.ほぼ毎日 

69
64

204
101
327

0.14(0.86)
-0.01(0.80)
0.01(0.84)
0.04(0.74)

-0.05(0.71)

1.180 0.318 9.326 0.002 0.531 0.713

家族で食事する機会 
 

 

1.めったにない
2.1～3 回/月 
3.1～2 回/週 
4.3～4 回/週 
5.ほぼ毎日 

14
32

120
74

523

0.57(1.12)
-0.18(0.57)
0.05(0.81)
0.20(0.90)

-0.04(0.78)

6.093 0.000 21.028 0.000 2.625 0.034

制限や体罰の回避 
子供の失敗への対応 
 
 

 

 
1.子供をたたく
2.口でしかる 
3.何らかの方法
4.別の方法 
5.その他 

32
624
65
20
25

0.33(0.86)
-0.01(0.77)
-0.06(0.76)
-0.02(0.89)
-0.07(0.69)

 
0.600

 
0.663

 
4.636 

 
0.032 

 
1.977

 
0.096

一週間のうちに子供をたたく
頻度 
 
 

 

1.たたかない 
2.1～2 回位 
3.3～4 回位 
4.5～6 回位 
5.ほぼ毎日 

474
231
45
8
8

-0.03(0.77)
-0.01(0.75)
0.24(0.89)
0.46(0.81)
0.06(0.71)

1.469 0.210 0.011 0.918 0.866 0.484

社会的かかわり 
子供と一緒に買い物に行く 
機会 
 
 

 
1.めったにない
2.1～3 回/月 
3.1～2 回/週 
4.3～4 回/週 
5.ほぼ毎日 

7 
77

480
159
42

-0.20(0.79)
0.05(0.80)

-0.00(0.77)
-0.05(0.72)
0.21(0.94)

 
1.387

 
0.237

 
0.428 

 
0.513 

 
1.081

 
0.365

子供と公園に行く機会 
 
 
 

 

1.めったにない
2.1～3 回/月 
3.1～2 回/週 
4.3～4 回/週 
5.ほぼ毎日 

119
285
280
52
28

0.00(0.81)
0.04(0.80)

-0.04(0.77)
0.03(0.78)

-0.02(0.74)

0.441 0.779 9.456 0.002 0.661 0.619

子供同伴の知人との交流の 
機会 
 
 

 

1.めったにない
2.1～3 回/月 
3.1～2 回/週 
4.3～4 回/週 
5.ほぼ毎日 

253
316
129
37
31

0.11(0.84)
-0.07(0.73)
0.00(0.80)

-0.24(0.47)
0.07(0.74)

2.004 0.092 4.081 0.044 1.330 0.257

社会的サポート 
育児支援者の有無 
 
育児相談者の有無 

 

 
1.はい 
2.いいえ 
1.はい 
2.いいえ 

731
35

750
16

-0.00(0.77)
0.09(0.83)

-0.01(0.77)
0.44(0.94)

 
0.224

 
5.386

 
0.636

 
0.021

 
2.156 

 
4.016 

 
0.142 

 
0.045 

 
0.029

 
0.854

 
0.865

 
0.356

配偶者（または、それに代わ
る人）と子供の話をする機会 

 

1.めったにない
2.1～3 回/月 
3.1～2 回/週 
4.3～4 回/週 
5.ほぼ毎日 

47
47

145
136
376

0.16(0.86)
0.17(0.94)

-0.02(0.76)
-0.09(0.65)
-0.02(0.78)

1.573 0.180 5.418 0.020 1.501 0.200

2）共変量：性別 

表 7．「家族で食事する機会」と食行動の問題（Ⅱ因子：食事環境への固執性）の多重比較 
1) 一元配置分散分析、多重比較（Tukey）, *：p < 0.05 

 

 

  

項目 N 男児 N 女児 

平均値 （SD） F     ｐ 平均値 （SD） F    ｐ 
1.めったにない 
2.1～3 回/月 
3.1～2 回/週 
4.3～4 回/週 
5.ほぼ毎日 

8 
15 
69 
40 

288 

0.81 (2.01) 
-0.19 (0.03) 
-0.16 (0.08) 
0.39 (1.69) 

-0.02 (0.85) 

4.013   0.003

6
17
51
34

235

-0.14 (0.06) 
0.36 (1.54) 
0.04 (0.95) 
-0.02 (0.80) 
-0.04 (0.82) 

0.916  0.455*

*

表 6．育児環境項目別、食行動の問題（Ⅲ因子：食べ方の特徴）平均因子得点 (SD）の共分散分析2） 共変量：性別 
表 5．育児環境項目別、食行動の問題（Ⅱ因子：食事環境への固執性）平均因子得点(SD)の共分散分析 

1） 育児環境指標（Index of Child Care Environment；ICCE） 

項目  N 平均値（SD） ICCE1)

F 
ｐ 共変量 2) 

F 
ｐ 交互作用

F 
ｐ 

人的かかわり 
子供と一緒に遊ぶ機会 
 
 
 

 

 
1.めったにない
2.1～2 回/週 
3.3～4 回/週 
4.5～6 回/週 
5.ほぼ毎日 

21
215
120
54

355

-0.15(0.05)
-0.02(0.75)
0.03(1.02)
0.04(1.02)
0.01(0.97)

 
0.506

 
0.731

 
0.350 

 
0.554 

 
1.007

 
0.403

子 供 に 本 を 読 み 聞 か せ る 
機会 
 
 
 

1.めったにない
2.1～3 回/月 
3.1～2 回/週 
4.3～4 回/週 
5.ほぼ毎日 

177
176
215
91

104

0.39(0.89)
0.11(1.18)

-0.12(0.51)
0.15(1.33)

-0.13(0.45)

2.505 0.041 0.276 0.600 0.665 0.617

子供の好きな歌を一緒に歌う
機会 
 
 

 

1.めったにない
2.1～3 回/月 
3.1～2 回/週 
4.3～4 回/週 
5.ほぼ毎日 

95
108
176
167
213

-0.04(0.78)
-0.15(0.16)
-0.01(0.86)
-0.00(0.87)
0.09(1.17)

0.856 0.490 0.052 0.819 0.114 0.978

配偶者（または、それに代わ
る人）の育児協力の機会 
 

 

1.めったにない
2.1～3 回/月 
3.1～2 回/週 
4.3～4 回/週 
5.ほぼ毎日 

69
64

204
101
327

0.25(1.28)
0.18(1.30)

-0.01(0.86)
-0.04(0.84)
-0.07(0.75)

0.786 0.534 0.203 0.653 0.466 0.761

家族で食事する機会 
 

 

1.めったにない
2.1～3 回/月 
3.1～2 回/週 
4.3～4 回/週 
5.ほぼ毎日 

14
32

120
74

523

0.40(1.55)
0.11(1.14)

-0.07(0.63)
0.20(1.36)

-0.03(0.84)

4.149 0.002 0.983 0.322 2.993 0.018

制限や体罰の回避 
子供の失敗への対応 
 
 

 

 
1.子供をたたく
2.口でしかる 
3.何らかの方法
4.別の方法 
5.その他 

32
624
65
20
25

0.18(1.14)
-0.00(0.91)
0.00(0.85)

-0.17(0.05)
0.02(0.91)

 
0.335

 
0.854

 
1.332 

 
0.249 

 
0.898

 
0.465

一週間のうちに子供をたたく
頻度 
 
 

 

1.たたかない 
2.1～2 回位 
3.3～4 回位 
4.5～6 回位 
5.ほぼ毎日 

474
231
45
8
8

-0.08(0.68)
0.05(1.03)
0.38(1.63)
0.56(1.64)
0.84(1.87)

4.417 0.002 0.326 0.568 0.917 0.453

社会的かかわり 
子供と一緒に買い物に行く 
機会 
 
 

 
1.めったにない
2.1～3 回/月 
3.1～2 回/週 
4.3～4 回/週 
5.ほぼ毎日 

7 
77

480
159
42

-0.17(0.05)
-0.05(0.73)
-0.04(0.80)
0.11(1.16)
0.12(1.24)

 
0.529

 
0.715

 
0.066 

 
0.798 

 
0.398

 
0.810

子供と公園に行く機会 
 
 
 

 

1.めったにない
2.1～3 回/月 
3.1～2 回/週 
4.3～4 回/週 
5.ほぼ毎日 

119
285
280
52
28

-0.12(0.44)
-0.01(0.86)
0.05(1.07)
0.05(1.03)

-0.16(0.06)

1.172 0.322 0.259 0.611 0.599 0.663

子供同伴の知人との交流の 
機会 
 
 

 

1.めったにない
2.1～3 回/月 
3.1～2 回/週 
4.3～4 回/週 
5.ほぼ毎日 

253
316
129
37
31

0.01(0.92)
0.01(0.95)
0.01(0.92)

-0.14(0.21)
-0.03(0.83)

0.184 0.946 0.331 0.565 0.238 0.917

社会的サポート 
育児支援者の有無 
 
育児相談者の有無 

 

 
1.はい 
2.いいえ 
1.はい 
2.いいえ 

731
35

750
16

-0.00(0.91)
0.03(0.81)

-0.00(0.90)
0.18(1.17)

 
0.383

 
0.112

 
0.536

 
0.738

 
0.651 

 
1.352 

 
0.420 

 
0.245 

 
1.049

 
1.700

 
0.306

 
0.193

配偶者（または、それに代わ
る人）と子供の話をする機会 

 

1.めったにない
2.1～3 回/月 
3.1～2 回/週 
4.3～4 回/週 
5.ほぼ毎日 

47
47

145
136
376

0.17(1.24)
0.19(1.33)

-0.02(0.83)
0.05(0.75)

-0.05(0.90)

0.548 0.700 0.024 0.878 0.430 0.787

2） 共変量：性別  
表 6．育児環境項目別、食行動の問題（Ⅲ因子：食べ方の特徴）平均因子得点(SD）の共分散分析 
1）育児環境指標（Index of Child Care Environment；ICCE） 

項目  N 平均値（SD） ICCE1)

F 
ｐ 共変量 2) 

F 
ｐ 交互作用

F 
ｐ 

人的かかわり 
子供と一緒に遊ぶ機会 
 
 
 

 

 
1.めったにない
2.1～2 回/週 
3.3～4 回/週 
4.5～6 回/週 
5.ほぼ毎日 

21
215
120
54

355

0.27(1.11)
0.05(0.80)
0.02(0.81)

-0.22(0.46)
-0.02(0.75)

 
0.877

 
0.477

 
4.194 

 
0.041 

 
0.124

 
0.974

子 供 に 本 を 読 み 聞 か せ る 
機会 
 
 
 

1.めったにない
2.1～3 回/月 
3.1～2 回/週 
4.3～4 回/週 
5.ほぼ毎日 

177
176
215
91

104

0.09(0.87)
-0.03(0.77)
-0.00(0.74)
-0.06(0.71)
-0.06(0.70)

0.313 0.869 12.777 0.000 0.441 0.779

子供の好きな歌を一緒に歌う
機会 
 
 

 

1.めったにない
2.1～3 回/月 
3.1～2 回/週 
4.3～4 回/週 
5.ほぼ毎日 

95
108
176
167
213

0.12(0.88)
-0.02(0.75)
-0.02(0.75)
-0.04(0.77)
0.01(0.77)

0.369 0.831 14.607 0.000 0.354 0.841

配偶者（または、それに代わ
る人）の育児協力の機会 
 

 

1.めったにない
2.1～3 回/月 
3.1～2 回/週 
4.3～4 回/週 
5.ほぼ毎日 

69
64

204
101
327

0.14(0.86)
-0.01(0.80)
0.01(0.84)
0.04(0.74)

-0.05(0.71)

1.180 0.318 9.326 0.002 0.531 0.713

家族で食事する機会 
 

 

1.めったにない
2.1～3 回/月 
3.1～2 回/週 
4.3～4 回/週 
5.ほぼ毎日 

14
32

120
74

523

0.57(1.12)
-0.18(0.57)
0.05(0.81)
0.20(0.90)

-0.04(0.78)

6.093 0.000 21.028 0.000 2.625 0.034

制限や体罰の回避 
子供の失敗への対応 
 
 

 

 
1.子供をたたく
2.口でしかる 
3.何らかの方法
4.別の方法 
5.その他 

32
624
65
20
25

0.33(0.86)
-0.01(0.77)
-0.06(0.76)
-0.02(0.89)
-0.07(0.69)

 
0.600

 
0.663

 
4.636 

 
0.032 

 
1.977

 
0.096

一週間のうちに子供をたたく
頻度 
 
 

 

1.たたかない 
2.1～2 回位 
3.3～4 回位 
4.5～6 回位 
5.ほぼ毎日 

474
231
45
8
8

-0.03(0.77)
-0.01(0.75)
0.24(0.89)
0.46(0.81)
0.06(0.71)

1.469 0.210 0.011 0.918 0.866 0.484

社会的かかわり 
子供と一緒に買い物に行く 
機会 
 
 

 
1.めったにない
2.1～3 回/月 
3.1～2 回/週 
4.3～4 回/週 
5.ほぼ毎日 

7 
77

480
159
42

-0.20(0.79)
0.05(0.80)

-0.00(0.77)
-0.05(0.72)
0.21(0.94)

 
1.387

 
0.237

 
0.428 

 
0.513 

 
1.081

 
0.365

子供と公園に行く機会 
 
 
 

 

1.めったにない
2.1～3 回/月 
3.1～2 回/週 
4.3～4 回/週 
5.ほぼ毎日 

119
285
280
52
28

0.00(0.81)
0.04(0.80)

-0.04(0.77)
0.03(0.78)

-0.02(0.74)

0.441 0.779 9.456 0.002 0.661 0.619

子供同伴の知人との交流の 
機会 
 
 

 

1.めったにない
2.1～3 回/月 
3.1～2 回/週 
4.3～4 回/週 
5.ほぼ毎日 

253
316
129
37
31

0.11(0.84)
-0.07(0.73)
0.00(0.80)

-0.24(0.47)
0.07(0.74)

2.004 0.092 4.081 0.044 1.330 0.257

社会的サポート 
育児支援者の有無 
 
育児相談者の有無 

 

 
1.はい 
2.いいえ 
1.はい 
2.いいえ 

731
35

750
16

-0.00(0.77)
0.09(0.83)

-0.01(0.77)
0.44(0.94)

 
0.224

 
5.386

 
0.636

 
0.021

 
2.156 

 
4.016 

 
0.142 

 
0.045 

 
0.029

 
0.854

 
0.865

 
0.356

配偶者（または、それに代わ
る人）と子供の話をする機会 

 

1.めったにない
2.1～3 回/月 
3.1～2 回/週 
4.3～4 回/週 
5.ほぼ毎日 

47
47

145
136
376

0.16(0.86)
0.17(0.94)

-0.02(0.76)
-0.09(0.65)
-0.02(0.78)

1.573 0.180 5.418 0.020 1.501 0.200



幼児期の子供の食行動と養育環境との関連

－ 42 －

食べ物の形状、および自宅と園での食べムラなどの問

題では、性差関係なく養育環境要因のみが影響してい

た。対して、いつもと同じ人、場所、食器などの食事

環境の条件や、口につめ込む、よく噛まない、食具が

上手く使えないなどの食べ方の特徴においては性差の

影響があり、特に男児において差が認められた。この

ことから、共食は子供の食行動形成に大変重要であり、

特に男児で食べ方などが気になる場合は、一緒に食べ

ながらかかわりを増やしていくことが求められると考

える。

　その他、人とのかかわり項目の「子供に本を読み聞

かせる機会」は食事環境への固執と、「子供の好きな歌

を一緒に歌う機会」は、偏食などの食行動の問題と関

連が認められた。絵本の読み聞かせの効果には、日常

での子供の様子の変化に気付きやすくなること 17）や、

養育者の気持ちの安定につながることが指摘されてい

る 18）。したがって、歌を歌うことも含め、日頃から子

供に合わせながら楽しみを共有する時間をもつこと

で、親子関係や養育者のかかわりに肯定的な効果を与

えている可能性がある。

　次に、制限や体罰の回避項目である「一週間のうち

に子供をたたく頻度」と、食行動の問題の内偏食や、

特定の食事環境へのこだわりなどと関連が認められ

た。体罰や一貫性のないかかわりは他者への攻撃性や、

自制心などの発達への影響 19) が報告されている。この

ことから、しつけの中での体罰であったとしても、子

供の食行動に負の影響を与えている可能性が示唆され

た。また、子供のしつけに関しては、養育者の認識に

は個人差があり、体罰、お仕置きは必要であると考え

ている養育者が多いことが指摘されている20)。したがっ

Ⅳ 考察

1．子供の食行動の問題

　幼児期の子供を持つ養育者が捉える子供の食行動の

問題で最も多かったのは、男女共に「偏食がある」で

あった。この結果は、近年の栄養調査の報告 12) や先行

研究 13,14）と一致しており、次いで多かった「じっと座っ

ていられない」や「食事中おしゃべりが多い」と合わ

せて、幼児期の子供を持つ多くの養育者の主な悩みで

あることが示された。

　また、食行動を捉えていく上で性差を考慮する必要

性が示された。顕著であった性差のある食行動の問題

の内、「口にいっぱい詰め込んでしまう」、「よく噛まな

いで飲み込む、時々つまりそうになる」などは、どち

らも男児に多い傾向であった。口に詰め込むや、よく

噛まないことは年齢と共に減少していく行動ではある

が、女児に比べ男児の方に年長児まで継続する傾向が

示唆されている 15）。したがって、男児では年長児にお

いても、偏食やじっと座って食べるなどの規範的なも

のだけでなく、「噛む」や「飲み込む」などの食べる能

力へも留意が必要であることが明らかとなった。

2．食行動の問題への養育環境の影響

　食行動の問題の 3 因子全てと関連を示した養育環境

は、ICCE の人とのかかわり項目である「家族で食事す

る機会」であった。養育者や家族が子供と共に食卓を

囲むことは、子供の食行動に対し影響を与える重要な

要因であることが示された。「孤食」もしくは「共食」

の問題については、子供だけで食べている家庭におい

て食行動の問題が多いことが指摘されており 16)、本結

果も先行研究の知見と一致していた。さらに、偏食や

表 8．「家族で食事する機会」と食行動の問題（Ⅲ因子：食べ方の特徴）の多重比較 
1) 一元配置分散分析、多重比較（Tukey）, *：p < 0.05 

  

項目 N 男児 N 女児  

平均値（SD） F     ｐ 平均値 （SD） F    ｐ  
1.めったにない 
2.1～3 回/月 
3.1～2 回/週 
4.3～4 回/週 
5.ほぼ毎日 

8 
15 
69 
40 

288 

1.11 (1.17) 
0.03 (0.72) 
0.18 (0.88) 
0.39 (1.01) 
0.01 (0.78) 

5.169   0.000

6
17
51
34

235

-0.15 (0.48) 
-0.36 (0.32) 
-0.13 (0.67) 
-0.03 (0.71) 
-0.11 (0.69) 

0.703  0.590  

* * *

表 8．「家族で食事する機会」と食行動の問題（Ⅲ因子：食べ方の特徴）の多重比較 
1) 一元配置分散分析、多重比較（Tukey）, *：p < 0.05 

  

項目 N 男児 N 女児  

平均値（SD） F     ｐ 平均値 （SD） F    ｐ  
1.めったにない 
2.1～3 回/月 
3.1～2 回/週 
4.3～4 回/週 
5.ほぼ毎日 

8 
15 
69 
40 

288 

1.10 (1.17) 
0.03 (0.72) 
0.18 (0.88) 
0.39 (1.01) 
0.01 (0.78) 

5.169   0.000

6
17
51
34

235

-0.15 (0.48) 
-0.36 (0.32) 
-0.13 (0.67) 
-0.03 (0.71) 
-0.11 (0.69) 

0.703  0.590  

* * *

表 8．「家族で食事する機会」と食行動の問題（Ⅲ因子：食べ方の特徴）の多重比較

表 7．「家族で食事する機会」と食行動の問題（Ⅱ因子：食事環境への固執性）の多重比較

2）共変量：性別 

表 7．「家族で食事する機会」と食行動の問題（Ⅱ因子：食事環境への固執性）の多重比較 
1) 一元配置分散分析、多重比較（Tukey）, *：p < 0.05 

 

 

  

項目 N 男児 N 女児 

平均値 （SD） F     ｐ 平均値 （SD） F    ｐ 
1.めったにない 
2.1～3 回/月 
3.1～2 回/週 
4.3～4 回/週 
5.ほぼ毎日 

8 
15 
69 
40 

288 

0.81 (2.01) 
-0.19 (0.03) 
-0.16 (0.08) 
0.39 (1.69) 

-0.02 (0.85) 

4.013   0.003

6
17
51
34

235

-0.14 (0.06) 
0.36 (1.54) 
0.04 (0.95) 
-0.02 (0.80) 
-0.04 (0.82) 

0.916  0.455*

*

2）共変量：性別 

表 7．「家族で食事する機会」と食行動の問題（Ⅱ因子：食事環境への固執性）の多重比較 
1) 一元配置分散分析、多重比較（Tukey）, *：p < 0.05 

 

 

  

項目 N 男児 N 女児 

平均値 （SD） F     ｐ 平均値 （SD） F    ｐ 
1.めったにない 
2.1～3 回/月 
3.1～2 回/週 
4.3～4 回/週 
5.ほぼ毎日 

8 
15 
69 
40 

288 

0.81 (2.01) 
-0.19 (0.03) 
-0.16 (0.08) 
0.39 (1.69) 

-0.02 (0.85) 

4.013   0.003

6
17
51
34

235

-0.14 (0.06) 
0.36 (1.54) 
0.04 (0.95) 
-0.02 (0.80) 
-0.04 (0.82) 

0.916  0.455*

*

2）共変量：性別 

表 7．「家族で食事する機会」と食行動の問題（Ⅱ因子：食事環境への固執性）の多重比較 
1) 一元配置分散分析、多重比較（Tukey）, *：p < 0.05 

 

 

  

項目 N 男児 N 女児 

平均値 （SD） F     ｐ 平均値 （SD） F    ｐ 
1.めったにない 
2.1～3 回/月 
3.1～2 回/週 
4.3～4 回/週 
5.ほぼ毎日 

8 
15 
69 
40 

288 

0.81 (2.01) 
-0.19 (0.03) 
-0.16 (0.08) 
0.39 (1.69) 

-0.02 (0.85) 

4.013   0.003

6
17
51
34

235

-0.14 (0.06) 
0.36 (1.54) 
0.04 (0.95) 
-0.02 (0.80) 
-0.04 (0.82) 

0.916  0.455*

*
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　したがって、幼児期の食行動支援には、子供の性別

での特徴に留意し、特に男児における家族での共食、

養育者の支援状況や、精神的状態などにも配慮する必

要性が示唆された。
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